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研究業績要旨 (1,000字 以内)

食品・栄養成分の健康維持に関わる研究が広く行われているが、実際のヒトでの十分な解析

は難しい。一因として、目的とする食品成分や、栄養生理作用発現のターゲットになる生体成

分の分析法が不十分な場合が挙げられる。本研究では、従来技術で分析が困難であつたフラ

ボノイドなどの食品成分、および新たな疾病要因として標的生体分子になりうると考えられる膜

月旨質のメイラード(グリケーシヨン)産物について、分析法を開発し、得られた新知見の食品・栄

養学研究領域への活用を目的とした。

食品フラボノイドは抗動脈硬化などの生理作用が知られる。しかし、申請者の研究開始当時、

その吸収代謝はほとんど知られていなかった。そこで、フラボノイドの発光現象を応用した特異

的かつ高感度な分析法 (化学発光検出―LC法)を開発した。この分析法は、例えば、緑茶を一

杯飲んだ程度で血中に出る微量なフラボノイド“茶カテキン"の定量が可能である。本法を用い

て、茶カテキンをはじめとする食品フラボノイドの吸収代謝を明らかにするとともに、緑茶を飲む

と血中の酸化 LDL(過酸化リン脂質の蓄積)を低下できる作用などを見出した。

グリケーシヨンは、タンパク質と糖など親水性分子同士の研究がほとんどであるが、この反応が

脂質と糖の間でも起きることを見出した。この知見から、糖尿病などの高血糖状態では、細胞小

器官の膜脂質が糖化され、これが疾病の増悪化に関与するという新しい生体内反応の可能性

が示唆された。そこで、糖化脂質の高感度分析法 (LC―MS/MS法)を開発し、健常者の血漿に

は糖化脂質が少なく、糖尿病者に多いことを認め、脂質グリケーションと高血糖障害の関わりを

はじめて明らかにした。さらに脂質の糖化を阻害できる食品成分 (ピリドキサール)を見出し、月旨

質グリケーシヨン阻害を介した高血糖障害予防の可能性を提示した。

この他にも、種々の食品成分 (米糠トコトリエノールや、桑デオキシノジリマイシン、ブロッコリー

スルフオラファン、海藻の共役酸)、 および生体分子 (生体膜・皮脂の過酸化物)の分析法開発

と栄養生理作用の解明研究を行つてきた。今後も、確固たる分析技術に基づく食品・栄養学研

究を展開していきたいと考えている。
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(2)過去 5年間の本学会での活動状況

過 去 5年間の本 学会 (本大会 一般 講 演 )にお ける演者としての発 表 総数 は 4回、共 同演者 の発 表

総 数 は 18国であり、幾 つかの発表 はトピックス演題 として取 り上 げられた。東 北支 部 大会 にお ける演

者 としての発 表 総 数 は 2回 (一般 講演 1回 ,シンポジウム 1回 )、 共 同演者 の発 表 総 数 は 10回 (一

般 講 演 )である。これ らの本 大会・支部 大会 において度 々座 長を務 めるとともに、第 58回大会 (仙台 )

では 実行 委 員 のひとりとして大会 の開催 に携 わつた。また、現在 、東 北支 部幹事 として支部 大 会 の

開催 。運 営 に努 めている。

(3)特記事項

第 8回 CLA懇 話 会 (2006年 10月 1日 )にて、優 秀 発表 賞 (共役 リノール酸 の酸 化 安 定性 と酸 化

生成 物 に関す る研 究 )を受賞。
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